ながさき協働のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(もり),森林)づくり推進
森林吸収量算定基準
制定　平成24年12月５日
１．目的

この基準は、「ながさき協働の森林づくり推進森林吸収量認証制度実施要領」第５条第２項の規定により、森林吸収量（整備をおこなった森林による二酸化炭素吸収量）を算定するために定めるものである。
２．算定方法

（１）森林吸収量は次式により算定する。なお、算定期間中に同一箇所で複数の施業を実施した場合、重複する期間の吸収量は加算しない。
森林吸収量（t-CO2）＝ 森林整備面積☓幹の成長量☓拡大係数☓（１＋地下部・地上部比）☓容積密度数☓炭素含有率☓CO2換算係数
　
なお、拡大係数、地下部・地上部比、容積密度数、炭素含有率の４つの因子については、「京都議定書３条３及び４の下でのLULUCF 活動の補足情報に関する報告書」（日本国2009年４月）に示された係数を使用するものとする。

（２）算定因子の説明
ア．森林整備面積
次のイからキまでの算定因子の適用区分別の森林整備の計画面積とする。なお、面積は、公図や測量図などの数値を基本とし、単位はhaで小数点以下３位を切り捨てるものとする。
イ．算定対象期間中の幹の成長量
森林整備の計画年から、５年間の単位面積当たりの幹材積の成長量（単位： m3 /ha）とし、長崎県林分材積表（別表１）により算出するものとする。
なお、幹材積の成長量は、スギとヒノキについては林齢と樹高より長崎県樹高曲線（別表２）を用いて地位を判定後、長崎県林分材積表（別表１）により算出するものとする。ただし、マツと広葉樹については実施した地域から長崎県林分材積表（別表１）により算出するものとする。
ウ．拡大係数
幹の成長に枝葉の成長量を加算補正するための係数
エ．地下部・地上部比
　地上部の量に対する地下部の割合を示す係数
オ．容積密度数
成長量をバイオマス（乾燥重量）に換算するための係数（t／m3）
カ．炭素含有率
樹木の乾燥重量に占める炭素比率で、乾燥重量から炭素量への換算に用いる（50％）

キ．CO2係数
炭素量を二酸化炭素量に換算するための係数（44/12）
（３）この基準は、最新の科学的成果等に基づき必要に応じて改正する。
附則　この算定基準は、平成24年12月５日から施行する。
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